
11 人が輝く・夢が生まれる　瀬戸内のふれあい元気都市

　

　

市
長
コ
ラ
ム

「
柳
井
で
暮
ら
す
幸
せ
」

■
３
６
０
年
の
絆
・
阿
月
神
明
祭

２
月
11
日
に
阿
月
神
明
祭
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
祭
り
は
、
安
芸

国
の
小
早
川
氏
の
流
れ
を
く
む
浦
氏
の
第
十
代
浦う

ら

就な
り

昌ま
さ

が
、
正
保
元
年（
１
６
４
４

年
）
に
上
関
か
ら
阿
月
へ
移
封
し
た
際
に
始
ま
っ
た
と
さ
れ
、
３
６
０
年
以
上
の
歴

史
を
誇
る
行
事
で
す
。
昭
和
56
年
に
県
の
無
形
民
俗
文
化
財
、
平
成
21
年
に
国
の

重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
昨
年
７
月
に
は
本
市
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド「
き

ん
さ
い
柳
井
」の
認
証
を
受
け
て
い
ま
す
。

祭
り
で
は
、
東
西
そ
れ
ぞ
れ
の
神
明
宮
前
の
浜
で
御
神
体
の
起
し
立
て
が
行
わ

れ
ま
す
。
そ
の
後
に
、
水
祝
い
と
い
う
前
年
に
結
婚
し
た
男
子
を
海
に
投
げ
入
れ

る
な
ら
わ
し
も
あ
り
ま
す
。
私
も
昨
年
経
験
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
真
冬

の
海
水
は「
冷
た
い
」を
超
え
て「
痛
い
」と
感
じ
る
く
ら
い
で
し
た
。
日
中
は
神
明
太

鼓
の
披
露
、
長
持
ち
じ
ょ
う
げ
と
神
明
踊
り
が
奉
納
さ
れ
、
夜
に
は
御
神
体
に
火

を
点
け
る
は
や
し
方
が
勇
壮
に
行
わ
れ
、
祭
り
は
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を
迎
え
ま
す
。

今
年
は
、
テ
レ
ビ
番
組
の
取
材
の
た
め
、
エ
ジ
プ
ト
考
古
学
者
で
早
稲
田
大
学
の

吉
村
作
治
教
授
が
お
越
し
に
な
ら
れ
ま
し
た
。
教
授
は「
御
神
体
を
囲
み
、
幸
せ
を

求
め
る
人
々
の
美
し
い
姿
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
、
派
手
で
は
な
い
が
厳
か
で
伝
統

を
感
じ
る
祭
り
だ
。
全
国
の
祭
り
を
訪
ね
て
い
る
が
、
素
晴
ら
し
い
力
を
感
じ
る
」

と
仰
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

私
は
、
昨
年
の
祭
り
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
際
、
地
域
の
方
々
と
心
通
わ
せ

る
中
で
、
祭
り
の
時
期
に
は
関
東
や
関
西
か
ら
必
ず
帰
省
さ
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
と
い
う
お
話
を
お
聞
き
し
、
地
域
の
絆
を
身
を
も
っ
て
感
じ
ま
し
た
。
今
年
も

祭
り
を
拝
見
し
な
が
ら
３
６
０
年
の
絆
を
改
め
て
実
感
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

市
内
に
は
各
地
区
に
伝
わ
る
祭
り
が
数
多
く
あ
り
、
地
域
の
方
々
が
一
体
と
な
っ

て
祭
り
を
受
け
継
い
で
お
ら
れ
ま
す
。
祭
り
を
は
じ
め
と
す
る
伝
統
文
化
を
次
の

世
代
に
継
承
す
る
こ
と
は
、
今
を
生
き
る
私
た
ち
の
使
命
で
も
あ
り
、
そ
う
い
っ

た
思
い
が
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
支
え
続
け
て
い
く
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
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 ３月は自殺対策強化月間です

わが国の自殺者数は年間3万人を超え、1日あたり約80～ 90人が自ら命を絶って　　　　　
います。自殺未遂者はさらにその10倍はいるとされ、自殺は誰もが出会う可能性がある　　　　
問題です。大切な人を自殺でなくさないためには、どう行動すればよいでしょうか。

①気づき：家族や仲間の変化に気づいて、声をかける　
自殺を考えている人は、「死にたい」と思いつめる一方で、「生きたい」「助けてほしい」という気持
ちから周囲にサインを発しています。これを見逃さず、声をかけ、「あなたは決してひとりではない」
ということを理解してもらいましょう。
②つなぎ：早めに専門家などに相談するよう促す　
自殺者の９割以上に心の病気があったと言われ、適切な治療を受けていた人はそのうちの２割に
過ぎません。不眠、食欲不振、体重減少や飲酒量の増加などの変化に注意し、心の病気を早期発見、
そして適切な治療に結びつけることは、自殺から命を救うことにつながります。本人の受診が難し
ければ、家族や周囲の人だけでも専門家へ相談してみましょう。
③見守り：温かく寄り添いながら、じっくりと見守る　
自殺を予防するには、悩みを抱えた人のサインを的確にとらえなければなりません。元気になっ
たように見えても「もう大丈夫」と油断せず、長い目で温かく見守りましょう。
※市保健センターでは毎月第１水曜日の１３時３０分から１５時まで「こころの相談会」を実施していま
す。精神保健福祉士が相談に応じます。悩みごとや不安をお持ちの人は、ぜひご利用ください。

●問い合わせ　市保健センター　　　☎㉓１１９０


